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アメリカ本土の国立公園によくあるようにここにも

公園に関するあらゆる情報案内を一手に引きうけるVisi

torCenter(HawaiiVo1canoesNationa1Par良Head.

qu･･t…,第20図)が置かれている.合衆国地質調査所

(USGS)と同じく内務省(D.p｡｡tm.ntofth.Int｡｡i｡｡)に

属し何人かのパｰクレンジャｰが配置され愛想よく

来訪者の質問に応ずる.公園の簡単な紹介パンフレッ

トは無料.もっと詳しい資料公園の歴史鳥虫

植物地質などの自然紹介写真集絵ノ･ガキスライ

ドなどが売られている.ことにわれわれを喜ばすのは

最近のキラウエア噴火の8ミリと16ミリフィルムの販売

でいささか高くつくが16ミリは音声入りである.

最も評判のよい出版物はMム｡皿0NA㎜とHUBBARD共

著のVo1canoesoftheNationa1Par長sinHawaiiで

Hawaii諸島の成り立ちから噴火の特徴歴史上の噴火

等がカラｰ写真も含めて60頁そこそこの小冊子に手際良

く紹介されている.新しい噴火を追って版を改めてお

り現在第7版.巻末には主な地質用語の解説と文献

リストが収められている.

USGS発行の地形図や地質図(24,000分の1Ki1.u｡｡

CraterとKauDesert,MaunaLoaの3枚が出版されている)

も廉価で入手できるが残念なことにノ･ワイ島全体の地

質図は1946年以来絶版である.唯一それにかわるも

のとして米国石油地質協会(Th.Am｡｡i｡｡nA｡｡o.i-

ationofPet･o1･umG･o1ogi･ts)発行のGeo1ogica1High一

wayMap(50万分の11974年版)がある.いささか簡

単すぎて満昆できかねるが何もたいよりはましである.

1979年7月に訪れたときはあいにくこのVisit0｢

Certerは一部改築中であったが筆者の一人が1977年

10月に訪ねたときはハワイ火山の成り立ちと噴火の16

ミリフィノレムの上映にテｰプではなく実際に壇上で話

してくれる説明カミあってハワイの火山のあらましを短

時間でのみこむことカミできた.このあと訪問者は公園

に散って見学開始.思い思いの一目を楽しめぱよい.

ともあれ山頂のキラウエア･カルデラは目前である.

ここから歩いて2･3分のカルデラ壁上にあるVo1cano

Houseに向かう雇は思わず早くなる.

4-3キラウエア･カルデラ

単調な楯状火山の斜面を登ることに慣れきった眼に

ここVo1canoHouseからのカルデラの眺めは一転し

てまさに圧巻である.

このVo1canoHouseはキラウエア山頂地域唯一の

ホテルであり食事を提供してくれるのもここだけのた

め多くの観光客が立ち寄って行く.ここには白人が

来る以前からハワイの住民によって小屋らしいものが作

られていた.常夏の島とはいえ海抜約1200mしかも

北東貿易風にさらされる山の東側にあるため寒さと雨

露をしのぐ小屋が必要だったのであろう.1823年に初

めて白人の探険隊がキラウエアを訪れた時ハワイの住

民達はカルデラの崖縁に小屋を作ったので探険家はな

第20図ノ･ワイ火山国立公園VisitorCenterポｰルには星条旗と

ノ･ワイ州旗がひるがえる

第21図VocanoHouse展望台からみたキラウエア･カルデラ

定遠方にハレマウマウ火口右遠方カルデラ壁上にUSGS

火山観測所がある手前にはカルデラ壁を囲む環状割れ目

の一部がみえる雲のかかったスカイラインはマウナ･ロア�
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第22図キラウエア･カルデラを囲む断層群(MAcD0NムLDand
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畦そんな危荏い所に作るのかと聞いたところ｢ペレｰが

小屋を作るのを許してくれるのはこの崖縁から4フィ

ｰト以内の場所だけだから｣と答えだそうである.19

世紀の中頃には観光客のために宿らしきものができて

Vo1canoHouseと呼ばれていた.当時はヒロから2

日かけて歩いてきたという.したカミって山頂のカルデ

ラを見た時は大感激したのである.ハイウェイを走っ

てきた我々はどうであろうか.まだ玄関前ではカルデ

ラは見えない.周囲にはオヒアの木などが繁っており

ここが山の頂上であることに気が付かないほど平坦であ

る.しかしロビｰを突っ切り裏庭に出た瞬間目の

前に息をのむ光景が拡がる.灰色の色調で統一された

径4km×3kmの巨大な穴が在だらかな山頂にポッカリ

とあいている(第21図).カノレデラ底を埋めつくした

溶岩流その向こうにさらに煙をたなびかせたハレマ

ウマウ(Ha1emaumau,ノ･ワイ語でシダの家の意)の火

口.まさにノ･ワイの火の女神ペレｰ(P･1･)の家の入

口だ.

その名をとったキラウエア型陥没カノレデラは地下浅

所のマグマ溜りから玄武岩質マグマの一部が急速に流出

したためその直上の地表カミ陥没して生ずると考えられ

ている.Vo!canoHouseの展望台からみるとその

直下も含めてカノレデラの縁には多数の環状の割れ目や断

層(第22図)カミ見え全体としてカルデラ縁に沿って内

側が落ち込む傾向を示しているのがわかる.

ハワイの火山観測が科学的に行われるようになったの

は1820年代からといわれているがそれ以来このカルデ

ラ底の活動は約1世紀にわたって活発であり噴出した

溶岩によって埋められてきた.現在最も高いカルデジ
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第23図カルデラを埋める溶岩流溶岩流につけられた数字は噴出年

代(SEARNs,1978)

壁の高さは約130mである.底をうめている溶岩流

(第23図)は新しいものから古いものへと色調が次第に

暗灰色から黄褐色に変っていく.この色調の違いによ

ってもカルデラ底の溶岩の年代毎の識別は可能である.

キラウエアの噴火史を調べると1924年までこの山頂

には常に溶岩湖カミたたえられさきにふれたとおり頻

繁に噴火活動が行われていたことがわかる(第24図).

さいごの1924年は後に述べる水蒸気爆発のあった年であ

る.火山活動はその後30年近い静穏期をおいて1952

年頃から再び活発になりこの時期は1975年まで続く･

しかし活動の舞台はもはや主に山頂カノレデラに限られる

こと恋く山頂噴火にひき続いて側噴火へと移行するバ

タｰンがくり返されるようになりむしろリフト･ゾ]

ンでの側噴火が目立つようになる.このよう校噴火を

おこすマグマの地下からの供給はここ数十年間で平均

｡.1km3/y程度とされている.

VolcanoHouseではカルデラの見晴しがきく窓ぎわ

で昼食を楽しむことができる.故事にならってここで

一泊するのも一興である.朝窓を開け放つと煙た

なびく雄大なカノレデラが目に飛び込んできて思わず感

嘆の声をあげるであろう.

VisitorCenterてもらえるパンフレットに載っている

キラウエア山頂付近の案内図にはいくつかの遊歩道

(t.ai1)が示されている.これらの歩道は良く整備され

ており時間があれば是非歩いて見学することをお薦め

する.ただし天気は常に良いとは限らず特に強い貿

陽風で俄なく!)の雨に遭ったりすることもあるので雨具

の用､訟を､忘れてはいけない.またすでにふれたように

Vo王㎝i珊Hc薮蛇以外には飲食物を提供する施設はなく

避難施設も少ない.そのせいかこれらの遊歩道上では�
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滅多に人に会うことがない.二人きりの世界もお好み

のままである.

カルデラの困りはC工aterRimRoad(第23図)とよば

れる車道が整えられていてこの方はクルマの絶えるこ

とがない.一周約2肱m.

ではVo1canoHouseを出てカルデラを反時計まわり

に一周してみることにしよう.蒸気のたちのぼるサル

ファｰバンクス(Su1pbu.B.nk｡)の脇を走り抜け右

手に星条旗のひるがえる米軍キャンプの小ぎれいた建物

の散在する一画を過ぎカルデラを四半周程まわった所

に合衆国地質調査所ハワイ火山観測所(USGSH･w･ii

Vo1canoObservatory通称HV.O.)がある.

4-4ハワイ火山観測所(H.VO一)

H,VO.の名は火山関係はもちろん広く地球科学に

たずさわる人ならば一度は耳にするであろう.その恵

まれた立地条件を十二分に生かしたスタッフの献身的た

活動により火山観測･研究の最前線として今や広く世

界的な評価を得るに至っている.

1912年初代所長のD･｡TA.JムG眺Rの創設になるH･

V.O.は当初資金ぐりをはじめとする運営面の困難に

終始っきまとわれたという.施設は粗末なものであっ

たろうことは想像に難くない.1948年に合衆国地質調

査所(USGS)に最終的に移管された.

所長以下20名に満たたいスタッフを収容する現在の建

物(第25図)も胸をときめかせて初めて訪れる者にはいさ

さか意外な位小さく簡素な(みすぼらしくすらある!)

感じを与える.建物や機械さえ立派なものにすれば

恋んとなく素晴らしい研究が生まれてくるような錯覚に

おちいりがちな人々にはすこし考えなおしてみるきっ

かけになるかもしれない.

さきにふれた立地条件の素晴らしさは一目瞭然である.

建物はキラウエア･カノレデラの眺望をほしいままにで

屋
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第24図

ハワイ火山活動吏のグラ

フJ～Dは1月から

12月を指す

(MAcD0NムLDand

マウナロア

きる北西のカルデラ壁の直上にある.ハレマウマウの

火口はグンとクロｰズアップされ(第26図)その全貌を標

準レンズの視野に納めることはもはや不可能である.

建物のカルデラよりにはしっかりした展望台が整えられ

訪れる人々のために簡潔な説明板が用意されている.

観光客はたえないがガチャガチャ硬貨を入れて作動する

望遠鏡や自動販売機はたい.

展望台の下にはここにもカノレデラ縁に平行な環状の割

れ冒に沿って内側が階段状に落ち込んでいる地形がよく

第25図ハワイ火山観測所(H.V,O.)向って左の棟に研究室右

の棟に地震記録言十事務室建物の右方がカルデラ壁に臨ん

だ展望台

第26図H.V.O.展望台から望むハレマウマウ火口(35mm広角レ

ンズ使川)�
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第27図H.V.O.での東西方向の地面傾斜変化(FIs囮anaKIN0sHITA,

1969)曲線の上昇は火山体の膨張を示すS山頂噴火

F側噴火

見える.

建物の展望台に面した側にはH.V.O.の活動の説明板

がありその横の大き恋ガラス張りの窓からは3台の

地震計の記録ドラムが作動している室内がみえる.火

山性の地震･微動は全島45カ所に設置された地震計から

ここに集約されわずかな変動も逃さず観測される.

最近はコンピュｰタｰの導入カミすすみ莫大在量のデｰ

タの蓄積と検索の他極めて短時間の解析処理で震源

の位置･規模･応力の方向がプロットされる.ただ格

段に金を食うようになったのが欠点とのこと.1956年

以来水管傾斜計による山頂部の地殻変動も観測されるよ

うにたり現在ではさらに気泡型傾斜計による観測と共

に水準測量や辺長測量によって火山活動がモニタｰされ

ている.

これらの観測によってハワイでは最近の噴火様式のモ

デルがほぼ確実に把握され噴火の短期予報すら可能に

狂ってきている･その噴火の典型的順序は次のような

ものである.後にのべる1959年のキラウエア･イキ

(Ki1･u･･Iki)の噴火はまさにその典型例であった.

1まず噴火に先立つ数ヵ月から数年にわたって山頂部を中心

��

とした火山体の膨張(in丑ation)がみられる.絶え間放

い地下からのマグマの供給でマグマ溜りの圧力が上昇地

底でペレｰの女神の火の朝食カミ終りに近づきつつあること

を示す.

2山頂部に地震弾が発生.身体に感じ放い程度だが発生頻

度ポすこぶる大きい.やがて振幅も急激に大きくなり

火山性の微動をともたうようになる.食事を終えたペレ

ニが地表へ近づいてくる足音だ｡そしてついに山頂噴火

(1回扱いし数回).

3浅発地震群がリフトゾｰン沿いに発生.震源域は次第に

山頂から山麓に向って移動していきマグマが山頂直下か

らリフトゾｰンの下を移動し始めたことを示している.

山頂の噴火はもはやない.

4やがて震源域が集中してきた所に火山性微動と共に裂け

目カミ発生しリフトゾｰンでの山腹たいし山麓噴水が始ま

る.赤く巨大な溶岩噴泉(1aVafOuntain)や壮大な

火のカｰテン(Curtainof丘re)カミみられる.このと

き山頂部では急速な山体の収縮(denation)が起っており

やがて噴火は終畠する.やっとペレｰの長い一目が終る.

何回かくり返される噴火と山体の膨縮との相関は第27

図に示されるとおり実に美事である.このような地殻

変動を説明する圧力中心の深さと水平位置の移動をもと

にキラウエア火山の断面やマグマ溜りの断面が推定

されている(第28図).地震の情報からもこれとほぼ調

和的なマグマ溜り断面が描かれる(第29図).いずれも

マグマ溜りの上部カミ地表からせいぜい2-3たmとごく

浅いこととその水平面内の直径が2-3km程度であ

ることが推定される.このサイズはキラウエア･カル

デラの直径よりやや小さめである.
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第29図キラウエア山頂の震源分布(1971

～1973年)(横山他編,1979

KouN蝸Ieta工.,ユ976原図)

白丸は周期の長い地震(a)震

央分布(b)AA'断面の震源

分布網目部分は推定されるマ

グマ溜り矢印と波形は推定さ

れるマグマ補給路

第28劇Aキラウエア火山断面図(FIsKEandKIN0s且エ岨,1969)マグマ溜りは地下2-3kmに

示されているB推定されるマグマ溜り断面矢印は1967年噴火を例にとったマグマの

推定上昇径路�
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さて唯一の活動クレｰタｰノ･レマウマウの火口が

カノレデラ中央より南西端に偏っていることは麗にのべ

たが面白いことに推定されるマグマ溜りの位置はこ

の火口の直下にはなくさらに南へずれた斜め下にある､

これは一体なぜだろうか?もう一度第28区および第29

図をみて頂きたい.カルデラがごく浅いマグマ溜り天

井の崩壊によって生ずるものであればそのマグマ溜り

は当然カノレデラ直下にあるかあるいはあったはずである.

そのあとにできた火口も浅いマグマ溜りの直上にでき

るのが至極自然であったはずである.とすれぱわれわ

れはいまコマ切れの8ミリフィルムをみるようなもので

現在のマグマ溜りは実は時間と共に山頂部に対して相

対的に南へ移動しつづけてきているのではあるまいか?

ひょっとするとこのことはマグマ溜り下のマグマの供

給路そのものが次第に山頂より南へ偏よりつつあること

によるのではないか?改めて第29図(b)を見ると周

期のやや長い地震が推定されるマグマ溜りよりさらに

深い6たm以深でおきておりその分布カミあたかもマグ

マの上昇する路を示すかのようにやや北に傾いた筒状に

地下へのびているのカミわかる.1969年に観測されたも

っと深い地震はさらに深く地下15-35たmにわたって

やはり北へ傾いた筒状の分布を示した.より新しいマ

グマはやはり地下深くより南から供給されていること

はもはや間違いないように見える.ここで読者はある

いはこの稿のはし･めにふれたハワイ･エンペラｰチ

ェインの成因にまつわるホット･スポットとプレｰトの

かかわりあいを想起されていることであろう.マグマ

の供給源のズレはこのようなより大きな構造運動と関

係しているのかもしれない.

観測に調査にと追われるH,V.O.のスタッフは見る目

にも忙しい.むしろあわただしいといってよい雰囲気

が小さな建物に溢れている.週の初めのミｰティング

には早朝から全員が顔をそろえ一週間の予定と打合わ

せが行われる.いよいよ噴火らしい!ということに

なると昼夜を間わず全員に非常招集がかけられる.米

本土でごく当り前の家庭最優先主義はここでは火の女

神の前にあえなくその神通力を失ってしまう.

スタッフは事務系の地元出身者をのぞくとすべて米

本土からUSGSの研究官がロｰディションで派遣され

てくる.管理職までを含む人事のロｰディションは

USGSの得意とするところで地球化学地球物理の

他地質関係も必ずしもそれまで火山が専門で匁かった

人もどしどし送りこまれてくる.例えば現在活躍申の

Dr.J,P,Lo0KwooDはサｰペンティンをやっていたし

Dr.N.G.BANKsはホｰフィリｰ･カッパｰ鉱床を元

所長のDr.J.αMoo班のホｰムグラウンドはシェラネ

バダのバソリスだったといった具合である.これも現

役のDr.RW-LIP亙畑は火山岩でもSanJuanの酸性火

砕流をやっていて黒っぽい玄武岩は初めてといってよ

かった.たとえ玄武岩を扱っていてもめぼしい活火

山のない米本土からきた彼らは恐らく初めてみる噴火

現象の壮大さにたとえようもない新鮮な驚きをうけス

トレｰトにその科学的探究心をかきたてられたに相違な

い.彼らの漸新で精力的な研究報告の数々は雄弁にそ

のことを物語っている.

地元出身の多い事務･技術部門にはタイピストも含め

て日系の人も何人かいる.事務長の役を務めている

M工｡んY畑A皿0T0(第30図)もその一人でにこやかに

世話をしてくれるその口をっいてでるのはなめらかな日

本語であった.彼から歴代の所長のエピソｰドも楽し

く聞くことができる.

H.V.O.に別れをつげて駐車場へ戻るわれわれの前に

また何台かのバスが着いてアロハシャツ姿の観光客の一

団がはきだされてきた.その背後に巨大なクジラの背

を思わせるマウナ･ロアの稜線が空を画している.

4-5SOuthwestr雌zo皿eを横切る

H.YO.からカルデラ西縁を南下すると道沿いの植生

はみるまに乏しくなりカウ･デザｰト(KauDesert)と

よばれる一面の荒涼たる世界(第31図)に変る.植生が

緑色のトｰンで示されているUSGS発行の地形図を開

けてみると植生の密なカルデラ北東側の斜面とは対照

的にカノレデラを含めてその南西側はほとんど丸裸とい

ってよい荒地であることがわかる(第32図).新しい溶

岩でおおわれたカルデラ底に植生が乏しいのはわかると

してカルデラ南西側一帯に広がるカウ･デザｰトはな

第30図肩系のH.V.O.職員Mr.Aki･aY畑畑｡エ｡とその

秘書嬢�
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策31図カルデラ南西縁カウ･デザｰトをはしるCraterRim

Road道路左手と正面にカルデラ堂前方道が左に曲る手

前でSouthwestri壬tzoneを横切るカルデラ壁はその

向うで最も低く妊る黒くみえるのカ…1971･1974年溶岩

喧植生がほとんどないのであろう?カルデラ南西部に

偏ったハレマウマウの火口に近い所は後にのべる何回

かの爆発で植生カミ破壊されたものの高所のため回復が

おくれていることもあろう.しかしカルデラ南西一帯

の広大な荒地を説明するのはやはり貿易風である.

しかもここでは山頂から風下で降雨量が少いだけで

はない.ハレマウマウや大小の噴気孔から絶えず吐き

出される噴煙･火山ガス(第33図)が風にのって全てこ

の地域を直撃してくる.そのうえカルデラ壁はこの南

西側で最も低い.エントツの出口の風下であってみれ

ば新鮮な空気で生きる植物にとっては文字通り死の世

界に違いない.

その荒地に何本もの開口割れ目(｡p.n｡｡｡｡k)が並行

して走りズタズタになった地帯を道カミ直角に突切る所

で車を止める.SOuthwestriftzoneである.割れ

目地帯の幅は900m程無数の割れ目の方向はすべて北

第32図USGS発行2万4千分の1地形図にみるカルデラ周辺の植生

の明瞭液違い暗色部は密栓植生を示す緑色のトｰン暗点･

部(緑点)は植生が粗で白色城は植生がほとんどない

東一南西で場所はちょうどカルデラの南西端にあたり

この地帯の延長上にハレマウマウの火口がある(第22図).

個々の割れ目は大小さまざまだが大きいもので幅数m

底の方は埋っていて元々の深さはわからないが10mをこ

える.

第33図ノ･レマウマウから吐きだされるガス風にのって南西へ流

れる遠くマウナ･ロアが雲にかくれている

第3里図Southwestriftzoneで開口割れ目中にみられる成層した

地層断面ゆるやか松サンド･ウエｰブも見えるハレ

マウマウ火口は右方�
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道路わきの割れ目のひとつに首をつっこんでみると

割れ目の壁の上部に溶岩をおおって成層した地層断面

(第34図)がみえる.これはKeanakaた｡iFormationと

呼ばれる分級の悪い火山砕屑物でカルデラ周縁に分布

することが知られている(第35図).構成物は大小の溶

岩片の他褐色の軽石火山灰などでときに火山豆石

(｡｡｡｡｡ti.n｡｡y1.pi11i)も含まれる.一枚一枚の層の厚

さはさまざまで上下に粒径変化を示すものありクロ

ス･ラミナの発達したものありなんらの内部構造も示

さないものありといった具合だがそれらが集合した成

層断面にはいくつかの浸蝕不整合に似た不連続や砂丘

にみられるようなサンド･ウエｰブ(SandWaVe)そ

れに噴出落下した溶岩片のメリ込みによるボム･サグ

(bomb｡｡g)だとの構造が認められる.一見してとても

穏かな噴火の堆積物とは思われないものばかりである.
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ハワイ島の歴史をひもとくと1790年有名なハワイ

王カメハメハ(K.m.h.meh｡)と交戦中のケオウア

(K｡｡u｡)の軍隊がこのカノレデラ縁を行軍中突然ハ

レマウマウの爆発にあってその一分隊が一しゅんにし

て全滅したといわれている.通常の美しい火のカｰ

テンや溶岩泉を噴き上げるおだやかな噴火でハワイ火

山をわが家とする住民がそれも軍隊が易々と突然全

滅するとは考えにくい.一体何事が山頂で起ったので

あろうか.

ここから3-5長m程下ったSouthwestJiftzone上のマ

ウナ･イキ(M･un･Iki)北西近くにはこのとき驚き

逃げまどった兵士たちのものと思われる多数の乱れた

`足跡'がKeanaし出｡iFormationの火山豆石を含む火

山灰上にくっきりと残されているのカミ見つかった.そ

の一部は今でも壬｡ssi1footprintsとして永久保存され

第35図カルデラ周辺に分布する火山砂層物の等高線図単位はm

���乁�慮��潔听���

ているがわざわざ訪ねてみたそれ(第36図)はどうも

保存のため人の手が加わりすぎているせいかわざとら

しさの方が気になる.

1924年に突然起ったハレマウマウの爆発は歴史に残

る軍隊全減事件の真相に手がかりを与えた.この年の

2月ハレマウマウ火口で100年余りにわたって活動し

続けていた溶岩湖カミ消えてしまい4月に入ってEast

rift･0neで地震カミ起った.大量の溶岩がこのとき海

面下へ流出していったと考えられている.山頂では火

口底の沈下が著しく5月初めには火口から200mまで

下がり火口壁が崩壊をはじめ5月11目に突然大爆発

第36図1790年のハレマウマウの爆発に遭遇したノ･ワイ軍のfossi1王｡otprints

第37図1924年5月のノ'レマウマウの水蒸

気爆発(GRE肌酊edit.,1974TAI

SINGLoo撮影)�
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(第37図)を起こした.1週間後に爆発は極限に達し

一気に火口を拡大した.このときの爆発では溶けた溶

岩や軽石の放出は認められず典型的な水蒸気爆発であ

った.原因は火口底の低下に伴い地下水が熱い火道

中へ流れこむようになったためと推定される.

1790年には実はこれのもっと規模の大きいものが起

ったらしい.USGSのDr,R.L.CHRIsTI畑s脚の最近

の研究ではさきにのべたKeana良akoiFormationとよ

第38図

ノ･レマウマウの水蒸気一マグマ噴火によ

る堆積物層火口は左手前約1隻m

第39図

第38図と同地点にみられるボム･

サグ第38図右下よりにもみえる

Soω旦榊!鮒riftzoneの開口割れ目と流れ込んだ

1971年溶岩割れ目はまだ埋っていない�
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ばれる火砕堆積物のほとんどはこのときのべ一ス･サ

ｰジ(b｡｡｡｡u.g｡)を含む噴火で放出されたものと考え

られている.そして噴出物からみて爆発は水蒸気だ

けでなくマグマも直接関与した水蒸気一マグマ噴火

(ph｡｡｡t.m.gm.ti｡｡｡upti.n)だったと彼は結論している.

これでは火口近くを行軍していた人間など全くひとた

まりもなかったはずである.またわずかだが溶岩も

噴出し火砕堆積物中にはさまれているという一

このKeanak出｡iForInationはこれから先Crater

RimRoadに沿ってケアナガコイ･クレイタｰ(Keana-

kakoiCr･t･･)までのカルデラ南縁にいくつか好露頭が

みられる.たとえばケアナガコイ･クレイタｰの手前

約800mで道か大きく左ヘカｰブしたあたりの右手に

見える露頭(第38図)もそのひとつでときにサンド･ウ

ェｰブ構造や溶岩片がハレマウマウ火口から飛来した

ことを示すボム･サグ(第39図)もみられる.

さて道にもどってさらにSouthwestri{tzoneの校

がを進むと開口割れ目の中にいかにも新鮮な溶岩が流

れ込み(第40図)これを満たしているのに出合う(第41図).

これはSouthwestrift･0ne上では実に半世紀ぶりに噴

火が再開された1971年の溶岩(第42図)である.この年

の噴火では8月にまず山頂カルデラの東南縁に沿って

ケアナガコイ･クレイタｰ近くに開口した東西ないし東

北東方向の割れ目から溶岩泉がみられこれはわずか

一目で終了した.つづいて9月にほぼ同じ場所で噴火

が再開し最盛期には長さ2長mにおよぶ美しい火のカ

ｰテンをみせ在がら噴火は次第に西へ移動しカルデ

ラの南西縁でSOuthwestrift･oneの開口割れ目に溶岩

を流しこみその一部はカルデラ縁の低い所を選んでさ

第41図第40図と同じく開口割れ目を埋めて押し寄せた197ユ年溶岩

成層した地層は1790年噴出物このうしろにカルデラ壁茄

ある

�

らに南山腹へ混流した.なおも噴火はSouthwestrift

zOneに沿って山腹を西下し1週間後にはカルデラ縁

から1世m･南西のマウナ･イキ(M･m･I長i)付近まで達

した(第42図).

この時期はEastriftzoneでもマウナ･ウル(Maun･

U1u)の噴火が最盛期を迎えて大量の溶岩流を海にま

で押し出しておりいわば近年のキラウエア火山が最も

活動的恋噴火をくり返していたときであった･

CraterRimRoadはSouthwestriftzoneをすぎて

すぐカルデラ縁南西端で左に大きく曲がりこの1971年

溶岩のカノkデラ溢流部を横ぎる.当時遣はこのあたり

で熱い溶岩流によって寸断のうき目をみていたはずで

ある.立看板に当時の模様が語られている.道はわ

ずか3年後の1974年には再び溶岩流によって切断され

た.この年の噴火は1971年とほぼ同じ山頂カノレデ

ラ南縁で7月に始まりケアナカコ

EXpLANAT■ONイ･クレイタｰはその南北両側に開

醸し㎝n｡冊｡n969舳いた割れ目からの溶岩の滝によって

[≡コL.m脆･舳舳岬1969

醐L｡川1州1965埋められ溶岩の湖カミできまた一

団L｡･“｡}山920

!舳〃…冊舳･部は南山腹を流下した.溶岩の滝

1Rood■Looolilリ

はカノレデラ底にも落下しカルデラ

縁の内側を埋めて北東のVO1cano

House直下まで溶岩の海が押しよ

せた.溶岩はその年の9月にはハ

レマウマウ火口へ流れ込みさらに

南山腹からも溶岩を流出した.地

震の動きからみるとこのとき大量

のマグマがSouthwestri{tzoneに

沿って移動していったことがわか

る.以上が山頂カルデラとSoutk

､｡､{:㍗m.WeStrift･0neで行われた最後の大

規模た噴火であった.(つづく)

第42図キラウエア山頂付近の最近の溶岩流分布図

(N征ACD0N且LDandHUBBARD,1974)�


